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122 雑　　報　　ピ　　消　　息、
である・総理の席上，薔馬長Davies師
il慣例によって一場の引退記念講演なし
ナこ．題にL反射望：蓮鏡の歴史『で・グソゴ
可の昔から・づンモンまでの事か述べら
れナこ・
　此の維會に馬偶然，来國アンナ瀞ア大
野の天丈塵長・・セィ（w・1・Hu・sey）氏も
同大學助教授ロシター（RA．　Rossiter）
氏tが出席し會長の講演後，毒筆が交
々小二言尭なしす；，　爾氏じ〔ちょうごコ婁の山
南アブ可力へL二十七吋コの大望二二た持
って行って新しい天益虫な建設すろ7こめ
の途中・英國に立ち寄つ糞のであっナこ．
一しかるに，：不：幸1こして，ハセイ旧恩
匡此の穂會の日の夜，ホテルで心臓痂痺
引起し，急死けこ！！判事イ氏は来臨天
文學界の一一一一元老であるから，f此の死の報
知匡各國の人々た：驚うかしナこものであ
る・しかし，其の後，n“7ターは輩蜀で，
豫定の如く，南アフリカに向って出獲し
』ナこ．
　　　　　　　　　蓬　信　及
　　　　　上田寅部報告・
上田「星の研究會．1（t本年度の納會な十
二月十入日午後七畔より上田図書館内に
し7二・折戦士風雪の夜なるにも拘らす集
義まる同好の士（1五十名・中にに裁里の
暑くから定刻までに來屯しナこ熱心な工員
もあっすご．支部幹事宮島善一鄭氏ば宇宙
開閥論の題下に最亙の肉親た紹介し，上
田姦糸黒門學校教授原田親雄氏ば天文學
亡物理學εの關係について詳論ぜられて
午後九時講演怨了つすこ．
　賢聖館畏岡崎袈裟雄氏匡會員か代表し
講師宮島氏にi黙し慰：勢の嚇奄蓮べられ
ナこ．それより會員ltストーブfe國み種々
なる質問や羅談に時を移しナニが・自然に
窪まれ力上田市に是非天工i蒙な建1鎚しナこ
しごの叢が起り．これが實現に努力する
事々申合ぜズ午後十一時盛會裡に閉倉し
7こ，（上田支部通信）
　　　　　　岡山支部通信
十月九日　宮原幹事宅で天界醗究會．
十月十四日　闘西申學校で黒黙観測會．
　水野幹事の上洛十月十六口上洛．十七
　日ば午前中S午後の學遠回會の講演祉
　聰聞．それから天丈同好會総會に出席
　十入日再び大學に・同夜蹄岡されナこ．
十一月十一・日　下村内務部長宅で天腫観
　測・
十一月十三日　宮原幹事宅で天界研究會
十一月二十日　六高科學會主催で天丈講
　話會が催され．來縣中の山本博士Iit「経
　緯度測定法」について講話されずこ．
十二月十一日　宮原幹事宅で天界研究會
十二月十入日　倉敷：小學校で天爵講話が
　催され・水野幹專ば「星の光度」S「恒
　星」ビについて述べ，併ぜて「倉敷天
　丈蔓」につle、て實ま也言覚q月ゐρで£られナこ．
報　奮
倉敷通信
　　　　　　岡山支部報告
1・毎月第一ご第三Sの土曜日か公開日
　定定め，當日ば通俗講演ビ天膿観測s
　為行ふごSにし九
2・　第一回公開日．大正十五年十二月四
　日午後七時から．蔓員理學士宮原鮪氏
　「反射望遠鏡」の話について講演した・
　來聴者酉島商船學校部員，生徒十二名，
　關西中訪露生面二十絵師，川上郡高倉
　村女嫌生三十Ek名其他数十名あって，
　講演一直測會が催されナこ．
3．　第二回公開日．十二月十入日午後一
　蒔から御津郡及び都窪郡教員團六十絵
　名の爲めに水野主事に天丈建について
　詳細なる設似た試み太陽の観測なしナニ
　　午後六蒔から岡山馨科大弓器局長原
　勝己氏外二十三名の酌めに，水野主事
　t！1天禮の大さi！，距離」［：ついて特別
　講演な試みそれから天丈篭か案内し力
　　午」後七時力’ら通俗講演會力、開かれ，
　水野主事【耳十二月の天」なろ題下に一
　場の講演な試み，その後若干の天禮な
　観測しすこ，
4・　十二月中の塗観潮・
　七口・大阪市第二西野田小三校
　　　　　　　　　　　　正田正三
　入日．岡山歩兵第十聯隊大尉山本道三
　　　　外入名．
　十七日。御津郡教員團片山宣太郎外座
　　　　三惑．
　二十四日・都窪郡豊洲小謡校　秋田秀
　　　　一油入十三名．　水野　主事
　　　　　　倉員清息
理學士竹田新一耶氏は去る二月より京
大理學部宇宙物理學敦室の講師電なられ
7：・
